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1. 緒 言

アレルギー現象には即時型アレルギーと遅延

型アレルギーとがあり,いずれも抗原抗体反応

に基ずく現象であり,前者には血清抗体が,後

者には細胞抗体が関与していると考えるのが今

日の免疫学に於ける通説である1)｡

近年の免疫学の進歩によって,即時型アレル

ギーの血清抗体に就いてはかなり詳細に研究が

進められ,その分子構造に至る迄大略は解明さ

れつつある｡

しかしながら,一方遅延型アレルギーに関し

てはただ,そのアレルギー状態が血清では出来

ないのに, リンパ性細胞によってのみ受身伝達

され得ることから,抗体が血中にはなく細胞と

密接な関係にあろうと推論され,その抗体を細

胞抗体と呼称 しているだけである2)｡ 今 日の時

点では抗体自身の証明は全 くなされていないと

言っても差支えない｡むしろ,Lawrence等3),

Baram等4)の人における,辻等5)のウサギにお

ける,又 Kochan等6)のモルモットにおける所

謂 TransferFactorの研究は, 遅延型アレル

ギーの発生に ConventionalAntibodyでない

Factor(S)の介入し得る可能性を指示している

ものである｡

この様に,遅延型アレルギーのメカニズムは

今 日全 く五里霧中の状態にあるに等 しいのであ

るが,その解明の一つの手がかりは,比較的知

識の豊富な血中抗体産生機構と対比して考える

ことによって得られるであろう｡

さきに,Uhr,Salvin,Pappenheimer7)は所

謂 JonesIMote型アレルギーに関する研究結果

から,遅延型アレルギーの抗体は血中抗体産生

の前段階として発生して来るものであり,従っ

て之等両型の抗体産生機構は一元的なメカニズ

ムに帰せしめることが出来ると提唱した｡甚だ

魅力的な Hypothesisであるが,之に対しては

尚異論も多い (Raffel等8').
ひるがえって,我々は臨床的に遅延型アレル

ギ-と血中抗体産生 とが解離 し得る事実を知

っている｡ 例えば, Sarcoidosis,Hodgkin's

disease,Ataxiateleangiectasiaの患者では,

屡々遅延型アレルギーの陰性化を見るのに血中

抗体産生は正常に近 く保持されていることが知

られている9～17)｡

Agammaglobulinemiaの場合 はこの反対で

ある18)｡

この様な臨床的な事実は,遅延型と即時型ア

レルギーの発生機構が必ずしも完全にオーバー
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ラップし得るものでないことを示唆するもので

あろう｡

一方 この様な解離現象を動物実験で観察する

ことは必ず しも容易ではない｡勿論,蛋白抗原

を Freund'sIncompleteAdjuvantと共に感作

した場合,血中抗体のみが産生 され遅延型アレ

ルギーは発生 しないことは良 く知 られたことで

あるが,之が果 して現象の解離であるのか,翠

に感作が不完全であるという量的な問題なのか

不明である｡

先に,教室の泉はツベルク リン ･アレルギー

の研究途上において,結核死菌感作によるツベ

ルク リン反応陽性 ウサギ(1964)19,20)及びモルモ

ット(1965)21,22)に結核死菌を 静注すると, 細

胞抗体の支配するツベルク リン反応は一過性に

陰性化する,即ち脱感作 されるが,沈降反応,

Middlebrook-Dubos凝集反応によって検知 され

る血中抗体にはいささかの変動のないことを見

出 した｡

そして,この様な解離現象を得た原因を,結

核死菌体 をそのまま 使用 した ことに 帰 して,

ParticulateAntigenを細胞抗体の研究上の一

手段として 用いること の可能性 を示唆 してい

る｡

ParticulateAntigenに関連 して,最近 As-

herson等 (1965)23)によって "ImmuneDevi-

ation" なる現象が報告 されている｡ 彼等はモ

ルモ ットを用いて, 蛋 白抗原を Freund'sCo一

mpleteAdjuvantと共に感作する前に, 同じ

蛋白抗原をカ リミョウバ ンで沈毅 させて Parti-

culate Antigen の形で投与 してお くと,対照

動物に較べて血中抗体産生は差異な く行われる

のに対 して,細胞抗体産生は著 しく抑制遅延 さ

れる事実を見出し,この現象にみられる血中抗

体 と細胞抗体の 解離 を ImmuneDeviation と

称 した｡

従 って,泉の実験 もImmuneDeviation或は

ⅠmmuneDissociation (著者はこう呼びたい)

に属するものと考え られる｡併 し,この実験で

は,一方に結核菌の蛋白成分に対する反応であ

るツベルク リン反応を,他方に多糖体成分に対

する反応である沈降反応,Middlebrook-Dubos
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反応を対立 させているので,抗原特異性に関 し

て疑義を残 していると考え られた｡

以上の如 く,臨床的のみな らず動物実験によ

って も,遅延型 と即時型アレルギーを解離せ し

めることが出来る様であ り,従って之等両型の

抗体産生機構に対 して,Uhr,Salvin等の一元

説に反 して, 2元説を樹立する可能性を示す と

いう意味で, ImmuneDeviation の実験は甚

だ重要な問題である｡ かかる 実験より著者は

Asherson等がモルモットで 観察 した結果が,

他の動物種,例えばウサギにおいても成立 し得

るものかどうかを検討 し,更に泉の実験を詳細

に補足検討 したので,ここに報告する｡

2. 美浜材料及び実験方法

1･実験動物 :体重 2-2.5kgの市販白色成熟ウサ

ギ (雌)を使用した｡

2･結核死昔による感作方法 :BCG死菌 50mg(吃

燥重量)を生理的食塩水に浮遊させ,流動パラフィン

1ml,ラノリン0.5mlと混合樫拝し,これを二分して

1ml宛ウサギの両側大腿部皮下に注射した｡

3.感作前及び感作後における結核死者の投与方法:

BCG加熱死菌の一定量(乾燥重量)を夫々生理的食塩

水 1mlに浮遊させて耳静脈より投与を行った｡

4.炭粉浮遊液の投与方法 :古梅園製墨汁液 を生理

的食塩水で洗濯し, 1,000r.p.m.10分の遠沈を3回

反復してニカワ成分を除き,炭粉の Packed量 1ml

を生理的食塩水 5mlに浮遊せしめて,これを耳静脈

より投与した｡

5.ツベルクリン皮内反応 :国立予防衛生研究所製

旧ツベルクリン原液を生理的食塩水により一定濃度に

稀釈し,剃毛せるウサギの側腹部皮内に 0.1ml注射

し,5,24及び48時間目の発赤を主とし硬結を伴う皮膚

反応を観察した｡ (以下 ｢ツ｣反応と略す｡)

6.血球数の測定 :ウサギの耳静脈より採血し,蘇

血球用メランジュール及び白血球用メランジュールを

用いて通常の方法により測定した｡

7.血清反応 被検血清 :心臓穿刺にて採血し,室

温放置して凝固後,2,500r.p.m.,15分で遠沈して血

清を分離し,56oC,30分非働化した後,血清反応に使

用した｡

結核菌系に対する血清反応としては,ツベルクリン

蛋白 (PPD-S)を抗原とする Boyden凝集反応,結

核菌抽出液中の多糖体が抗原と考えられている沈降反

応及び ツベルクリン多糖体が抗原と推定 されている
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Middlebrook-Dubos凝集反応を行った｡

(1)Boyden凝集反応 :Boyden等24)の記載した方

法に準じ,pH7.2で20,000倍稀釈タンニン酸生理的

食塩水で処理した2.5%ヒツジ赤血球浮遊液 1mlを

PPD-S(Parke-DavisCo.U.S.A.)500pgにて

pH 6.4の条件下で感作し,この血球 0.05mlを100

倍稀釈正常ウサギ血清を含む生理的食塩水で稀釈した

被検血清 0.5mlに加え, 一夜室温に放置した後,

Stavitsky等25)の判定基準に従って判定 した｡

(2)沈降反応 :大原26)の方法に従い, H 37Rv株

の脱脂結核死菌菌体を加熱浸出した100倍水溶液を抗

原として用いた｡被検血清は1.5%アラビアゴム生理
的食塩水溶液によって稀釈 して用いた｡村田の試験管

を用い, 被検液に抗原液を重層する重層法27)により

37oC,2時間放置後判定 した｡

判定基準 1≠ 1mm 以上の沈降帯

什 0.5-1mm の沈降帯

+ 0.5mm 以下の沈降帯を認めたもの

(3)Middlebrook-Dubos凝集反応 :MiddlebrO-

ok-Dubos等28)の記載に準じ,2.5% ヒツジ赤血球浮

遊液 1mlを予研製旧ツベルクリン原液0.5mlで37oC,

2時間の条件下で感作し,その 0.05mlを生理的食塩

水で稀釈した被検血清 0.5mlに加え, 37oC,2時間

反応せしめ,一夜室温に放置した後判定した｡
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8.血清蛋白の電気泳動分画 :1.5×5.5cm のセル

ローズアセテー ト膜 (Separax,富士写真フイルム製,

東京)を使用し,小川29)の記載に従い,血清 0.0004

mlを pH 8.6,0.075M VeronalBufferを用いて,

0.8mA 40分泳動し,Ponceau3Rで蛋白染色し,

LumiconP2(萱垣医理科工業製,東京)のデンシト

メーターを用い,波長 500mpで定量して算出したo

なお,総蛋白量は目立血清蛋白計(日立製作,東京)

によって測定した｡

3. 実 験 成 績

1 結核死菌感作ウサギ に対する 結核死菌静

注 Challengeの及ぼす影響

(1)BCG死菌 5mg投与後のツベルク リン

反応 :

表1に示す如く, BCG死菌感作5週目のウ
サギを用い,BCG死菌 5mg静注投与後のツベ

ルク リン感受性を 10倍稀釈旧 ツベル ク リン液

(以下 1:100.T.と記載する)で逐 日的に観察

した｡

感作 5週 目では全例に陽性であった ｢ツ｣反

応が,Challenge直後では全例が陰性化 し, 1

日目では 7例中 5例, 2日目では 7例中 2例 に

同 じく陰性化がみ られ,ツベル ク リン ･ア レル

表 1 BCG死薗感作ウサギのツベルクリン反応の BCG死菌静注 Challenge後の推移

ウサギ
番 号

25×25的
21×18帥

26×26的
18×18的
18×18帥

18×17的

26×24帥

31×28的

26×26的

28×26的

31×29㈹

37×32的

29×29的

45×36帥

Challenge■即 時 1 2 F 3 4 5 7 10 14日目

0×00×0 16×16日12×12日::14×14H:16×15日12×12日8× 8日 → 一 組 14×14的15×14的15×15的i16×15日

0×00×0 Sxxo.lz;0.22×21日17×19日臣 11架 13xx11芸HH

0×00×0 + :loXoLoXo 15.Xx15.HF8.xx17.H12×12川18×17川l18×18帥15×16Hl:zs璃 ;≡:;≡:

0×00×0 卜 二 13×13的16×16日J壬璃 11芸;工芸諾.三 二三 二言 十

0×00×0 0×00×0 0×011×11日1号xx1;HHL40xx140Hl11…≡1144HH → 12×11H16×16糾12×12的 L1 5×16帥

0×00×0 0×00×0 14×14日14×14日115oXx15oH 一 十 LIz:;5.:十 子二

数値は反応の縦径×横径 mm 感作 :BCG死菌 50mg+Adjuvant皮下投与
+ 著明な発赤 Challenge:BCG死菌 5mg静注投与
♯ 著明な発赤及び硬結 ツベルクリン反応 :1:100.T.0.1ml皮内注射
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図 1 BCG死菌感作ウサギのツベルクリン反応の脱感作とChallenge菌量

ギーの脱感作が起っていることが示されたが,

｢ッ｣反応は2-3日目にかけて再び陽性とな

りはじめ,このツベルクリン･アレルギーの脱

感作は極めて一過性であることを示 した.

(2)BCG死菌 Challengeにおける菌量の

ッベルクリン反応の脱感作に及ぼす影

響 :

(1)と同じく感作 5週目のウサギ 3羽を一群

として BCG死菌 10,5,0.5,0･05,0･005mgを静

注投与後,1:100.T･及び 1:1000･T･を用
いて ｢ツ｣感受性を目を逐って調べると,図 1

に示す如 く,1:100.T.による反応を陰性化す

るためには BCG死菌 5mg以上を要するが,

1:1000.T.では O.05mgでも脱感作が起るこ

とが示された｡

即ち,Challenge菌量の多少が脱感作の程度

173-

と略々平行 していることが観察された｡

(3)BCG死菌 Challengeの結核血中抗体
に及ぼす影響 :

BCG死菌感作後5週目のウサギにBCG死菌

10mg及び 1mgを Challegeした後 2日目,

5日目, 10日目の血清について Boyden凝集

反応,沈降反応及び Middlebrook-Dubos凝集

反応を行った｡その結果は表 2に示す如 く,血

清の各抗体価に Challenge後の変動は認めら

れなかった｡

従って,これ らの血中抗体は ｢ツ｣反応にみ

られたような Challengeの影響を 受けていな

いことを知った｡

即ち,同じツベルクリン蛋白に対する反応で

ありながら,細胞抗体の関与するツベルクリン･

アレルギーは脱感作されたが,一方血中抗体の



- 74- 京大結研紀要 第15巻 第 2号

表 2 BCGF死菌感作ウサギの血中抗体に BCG死菌 Challengeの及ぼす影響

Chal-1enge量 ウサギ番 号 血清採取日 ツベルクリン反応 Boyden 抗 体 価 沈降抗体価 Middlebrook-Dubs凝 集 抗 休 価
(10×2∬) (2X) (5×2X)

(mg) 10 20mm 01 5 10 1 5 01 5 10

10 2668 感作5週目Challenge25日目 巨感作5週目Challenge2
2680

10日日

2673感作5週 目Cha11en豆e2510日日

(
1:1000.T.24時間目の反応径

関与する Boyden凝集反応に変動が認められな

かったことは, 同一抗原に対する抗体 であり

ながら細胞抗体と血中抗体に対し, Challenge

の及ぼす効果に差異のあることを示すものであ

る｡

(4)BCG 死菌 5mg Challengeの血液所

見に及ぼす影響 :

(i)赤血球,白血球数に及ぼす影響 :

表 3(i)に示す如く, 感作及び Challenge

によって赤血球数及び赤血球容積の減少がみら

れたが,白血球数に関してはツベルクリン反応

の陰性化を来たすと患われるような著明な減少

及び リンパ球の激減といったような効果はみら

れなかった｡このことは BCG 死菌静注による

ツベルクリン･アレルギーの 陰性化は 6-MP,

Methotrexate,Cyclophosphamide等の投与時

にみられる様な白血球減少による ｢ツ｣反応の

陰性化の様な非特異的なメカニズムに基 くもの

ではなく,免疫学的な現象であることを示唆し

ている｡

(ii)血清蛋白に及ぼす影響 :

表3(ii)に示す如 く,感作によって,総蛋白

p.p.D.
抗 原
結 核 菌
水抽出液

量は増加し,アルブ ミンの減少,グロブリンの

増加,従って A/G比の低下が認められたが,
Challengeによっては特に一定のグロブ リン分

画の著明な変動は認められなかった｡

表3 BCG感作ウサギの血液所見の BCG
死菌静注 Challenge後の推移

(i)

血清採取日 鵠鋼 班 撃 恒 錦 赤血球背

(各10羽の平均値)

(各10羽の平均値)
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表 4 BCG死菌感作ウサギのツベルクリン反応に炭粉静注投与の及ぼす影響
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24×22帥

18×18帥

15×14的

16×14帥

21×21的

18×18日

20×17帥
17×16的

15×15的
17×19帥

18×18帥

17×17的17×17的

16×14的

17×16的

16×14的

22×22帥

19×19的

21×20㈹ L 25×25帥

19×1醐 i 19×19帥

17×17(巾

17×15日

21×19的

17×14的

19×19的

18×17帥

16×16帥

14×14帥

数値は反応の縦径×横径 mm
十 著明な発赤

≠ 著明な発赤及び硬結

(5)炭粉の静注投与の影響 :

以上の様な結核死菌による脱感作効果が,抗

原特異性のある免疫学的な現象であるのか乃至

は単に細内系細胞の非特異的なブロッキングに

よっても惹起 し得るものであるのかを吟味する

ために,炭粉を静注投与 したが,表 4に示す如

く, ｢ツ｣反応に対 してはいささかの影響も与

えなかった｡

2.結核死菌の 感作前静注投与が 感作に及ぼす

影響 (Asherson型の ImmuneDeviation):

BCG死菌とFreundの Adjuvantを用いてウ

サギを感作する3日前に,BCG5mgの静注投

与を行 った｡ 対照実験 としては, BCG 死菌静

養5 BCG死菌静注投与が BCG死菌感作
ウサギのツベルクリン反応に及ぼす影
響 (感作5週目)

ツベルクリン反応

1:100.T.

妄㌃ 丁蒜 表

感 作 群

静 注

+

感 作 群

静 注 群

1:1000.T.

i)上 l･S廿 1..

…;;…;諾l三88;三27HHF148Xxll芸'3'

0×0

22×22帥

20×18(甘19×18的:14×12的:14×14川

2812ioxojoxoioxo

……器量160xx140H

数値は反応の縦径×横径 mm
± 著明でない発赤, + 著明な発赤,≠ 著明な
発赤及び硬結

注投与のみ,及び BCG死菌感作のみを行 った｡

(1)ツベルク リン反応に及ぼす影響 :

表 5, 6に示す如 く,感作後 5, 7,10,15

週のいずれの時期においても,感作群ではすべ

て ｢ツ｣反応陽性を示 したのに対 して,静注後

感作 した群では ｢ツ｣反応は殆んど陰性又は著

明に減弱 していた｡ 即ち, BCG死菌静注投与

の前処置によって,ツベルク リン ･アレルギー

の発生が明らかに抑制 されることが示 された｡

尚死菌静注のみによっては ｢ツ｣感受性は殆ん

で発現 しなかった｡

(2)結核血中抗体 及び 血清蛋白に 及ぼす 影

与呂.r:.･F二∃I

感作 5週目に採血 した血清について,結核血

中抗体の検討を加えた結果,表 7に示す如 く,

Boyden凝集反応, 沈降反応, Middlebrook-

Dubos凝集反応は対照の感作群のみと変わりな

い陽性成績が得 られた｡

即ち,菌体の前処置によって,ツベルクリン

･アレルギーの発現は抑制されるが,血中抗体

の産生は抑制 されなかった｡

其他, 血清総蛋白量, A/G比 も対照群に較

べて変わりな く,菌体の前処置によって影響を

受けないことを知った｡

4. 考 接

緒言において 述べた 如 く, 泉はウサギ及び

モルモットに おいて 感作後, 結核死菌を静注

Challengeすることにより,遅延型アレルギー

の ｢ツ｣反応のみが選択的に脱感作され,血中

抗体には何等の影響をも受けないことを観察 し
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表 6 BCG死菌静注投与の BCG死菌感作ウサギのツベルクリン反応に及ぼす影響

注

群

静

数値は反応の縦径×横径 mm
± 著明でない発赤
+ 著明な発赤
什 著明な発赤及び硬結

表 7 BCG死菌静注投与の BCG死菌感作ウサギの血中抗体及び血清蛋白に及ぼす影響
(感作5週目)

実験群 ウサギ Boyden抗 体 価 沈降抗体価 Middlebrook-Dutx)S凝 集 抗 体 価 血 清 蛋 白
番 号 (10×2X) (2x) (5x2x) 総董白 A/G

01 5 10il l lllll 1 5-l【lll 01 5 10I ll l Flll g′dl

感作群 280028452846 7.8 1.615.6 1.215.6 1.57

( p･p･D･ 廷核霊水抽出液 0･T･ )
たのであるが,この際抗原が蛋白と多糖体とい

う様に異なっている点を吟味する必要のあるこ

とを述べていた｡今回の著者の実験では,蛋白

を抗原とするBoyden反応においても,他の沈

降反応や Middlebrook-Dubos反応と同様の態

度をとることを明らかにし,確かにこの死菌静

注による Challengeが同一抗原 に対 しても遅

延型反応のみを脱感作することを証明した｡

且つ,この脱感作現象の効果は,投与する菌

体の量に平行することから,確かに菌体の静注

投与そのものの影響であ ること をも確認 し得

た｡又この現象は炭粉投与による網内系細胞の

非特異的なブロッキングによっては惹起出来な

いことから,免疫学的な現象であることを確か

めた｡更に,白血球数や血清蛋白像にも影響が

ないことから,これ らの変化に基ず く2次的な

現象でもないと考えられた｡

以上の如 く,泉が見出し著者が確認したこの

静注投与による脱感作現象は,遅延型アレルギ

ーと即時型アレルギーの免疫学的な解離現象で
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あることが確かであり,ImmuneDeviation又

は ⅠmmuneDissociationの一つの現象として

取上げることが出来る｡

即時型アレルギーの脱感作が血中抗体の中和

現象という様に比較的容易に理解される現象で

あるのに対して,従来遅延型アレルギーの脱感

作は通常困難で,少量の抗原を反復投与しては

じめて起し得るものであり,しかもこの場合,

同時に同一抗原に対する血清抗体の脱感作も伴

うものと考えられてきた30)0

従って,著者の結核菌体の静注投与による脱

感作は,従来の可溶性抗原による脱感作作用と

は可成り本質的な差異を有するものと考えられ

る｡

次に,Asherson等がモルモットで見出した

ImmuneDeviationの現象を,ウサギに結核死

菌を静注前処置して3日後に,結核死菌感作を

行うという方法によって確認し得た｡

以上の二系の実験において,現象の鍵は抗原

が結核死菌体というParticulateな形であるこ

とにあると考えられる｡

Dixon等 (1955)31),Turk等 (1961)32),Bah

tisto等(1962)33),Gregg等(1963)34',Dvorak

等 (1965)35), Weigle(1966)36)によって可溶

性抗原の前投与により免疫反応が抑制されるこ

とが報告されているが, 之等は 同時に遅延型

反応も即時型の抗体産生をも抑制される場合が

多 く, 用いた抗原は比較的少量 でもいずれも

ImmuneParalysisのカテゴリーに入れるべき

現象である｡

又,Dresser等37)の指摘する様に,可溶性抗

原といえども,厳密な意味では,Particleを含

んでいる もので あることを考慮 せねばなるま

い｡従って,Asherson等及び泉や著者の行っ

た ParticulateAntigen による ImmuneDe-

viationの現象こそ, 遅延型アレルギー発生の

メカニズムの追求に新しい手掛りを与えるもの

と考える｡

Particulateである以上, 生体内において抗

原がまず遭遇するのは,Macrophageによる噴

喰現象であろう｡ この Macrophageの中で抗

原が如何に処理され,又処理された抗原が遅延
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型アレルギ-の発生過程に如何なる意義を有す

るものであるかは,今日論議すべき材料を持ち

得ない｡但し,TransferFactorなるものが,

この意味 において考慮せられる可能性 はあろ

う｡

ともあれ,著者の今回の実験結果は,抗原が

Macrophageによって喰喰されるという現象の

意義が,即時型アレルギ-に対してよりも遅延

型アレルギーに対して,より大であることを示

唆している様に思われる｡既に成立している遅

延型アレルギーも,又之から発生しようとする

遅延型アレルギーも,共に特異抗原による禍内

細胞 (Macrophages)のブロッキングによって

抑制されるという事実及びその様な現象が即時

型アレルギーでは起 らないという事実は,甚だ

興味ある研究テーマとして将来の分析を待つも

のであろう｡

この様に,ImmuneDeviationは細胞抗体と

血中抗体の差異又はその産生機構の解明-の一

つの手掛りを与える重要な現象であると考えら

れるが,著者の今回の実験において,複雑多岐

な抗原成分を含む結核菌体を用いたことは,覗

象の解明に繁雑さを加えるものと考えられ,今

後 SimpleProteinを用いての研究を併せ行 う

必要があると信ずる｡

5. 総 括

BCG死菌感作の前後に,BCG死菌をウサギ

に静注投与することの,ツベルクリン･アレル

ギー及び結核血中抗体に及ぼす影響について検

討を加えた｡

1 (1)BCG死菌感作ウサギにBCG死菌5mg

を静注 Cha11engeすると,｢ツ｣反応の陰性化

がみられたが,ほぼ数 日間に終る一過性の現象

であった｡

(2)BCG死菌感作ウサギにおける｢ツ｣反応

の脱感作 に対する BCG死菌 Challenge菌量

及び 0.T.の濃度について検討を加えた結果,

Challenge菌量の多少が脱感作の程度と略々平

行することを知った｡

(3)BCG死菌感作 ウサギに BCG死菌で静

注 Challengeを行っても, 結核血中抗体には

何らの変動もみられなかった｡
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(4)(3)の実験ウサギの血液所見の推移につ

いては,赤血球数,白血球数のいずれにも有意

の変化はみられず,又血清蛋白分画についても

有意の変動がみられなかった｡

(5)BCG死菌感作 ウサギに炭粉を静注投与

したが, ｢ツ｣反応に対してはい ささかの影響

もみられなかった｡

(4),(5)からこの脱感作現象が非特異的な機

序によるものではないことがうかがわれた｡

2 (1)BCG 死菌を前投与した後に,BCG死

菌で感作すると,著明な ｢ツ｣反応の発現の抑

制がみられ,かつその抑制の持続期間は10-15

週に及んだ｡

(2)(1)のウサギの結核血中抗体の産生には

全 く抑制はみられなかった｡叉血清蛋白に対し

ても影響はみられなかった｡

以上の実験結果から, ParticulateAntigen

の意義及び細胞抗体の産生機構に対するMacr-

ophageの意義について考按を加えた｡

(本論文の要旨は,第41回日本結核病学会総

会昭和41年 6月札幌に於て発表した｡)
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